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アジア・太平洋研究センター主催，外国語学部アジア学科共
催講演会
日　時：2017 年 12 月 21 日（木）
場　所：N 棟 3 階　社会倫理研究所　会議室
テーマ：日本占領期インドネシアの歴史書とナショナリズム
報告者：姫本　由美子（トヨタ財団チーフ・プログラム・オフィサー，立教大学ア
ジア地域研究所特任研究員，早稲田大学アジア太平洋研究センター特別セ
ンター員）
　「大東亜戦争」において日本は，1942 年初頭にオランダ領東インド（インドネシア）
を占領し，約 3 年間半にわたり軍政を敷いた。そして，インドネシアの住民に対して
占領政策への協力を得るために宣撫工作を行った。
　その活動の中で約 20 点の歴史書が刊行されたが，特に 1942 年にインドネシア語で
インドネシア人によって初めて執筆・刊行されたサヌシ・パネ著『インドネシア史　
第 1 巻：マジャパヒト終焉まで』は注目に値する。なぜならば，ヨーロッパで近代的
歴史学が成立した 19 世紀以降にインドネシアについて書かれた歴史書は，「非ヨー
ロッパ」をヨーロッパ人が理解するための東洋学に基づいて，オランダ人やフランス
人が自国語で執筆し刊行したものだったからである。また同年に，欧亜混血人ダウ
ウェス・デッケルがバンドン在住時の 1930 年代半ばに学校教科書用にオランダ語で
執筆した『インドネシア略史：美しい古代』も，インドネシア語に翻訳され刊行され
た。デッケルは，日本がインドネシアへ侵攻する直前にオランダによって南米へと流
刑されたため，同書の刊行には係わっていない。
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日本占領期インドネシアの歴史書とナショナリズム（姫本　由美子）
　両書に共通する点は，ヨーロッパの東洋学による古代史研究の成果に依拠しながら
も，オランダ領東インドの領域をインドネシアの国土として歴史を叙述し，読者がそ
の歴史を共有することによってインドネシア人という「国民を創出」することを目的
としたことである。しかも，その歴史叙述の中で，インドネシア民族とは土着のアニ
ミズムの上に多様な人種や宗教が到来してインドネシアという民族が形成されてきた
ことを示した。「国民の創出」，すなわち民族意識（ナショナリズム）を読者の間に醸
成することを目的とした歴史書の刊行は，日本の占領政策の一つである「原住民」の
独立の誘発を避ける方針と相反するものであった。しかし，占領初期の検閲の未整備
や，インドネシアの民族主義運動に共感を持っていた一部の日本人の支援によって刊
行できたのであろう。
　さらに，1945 年 3 月にサヌシ・パネの『インドネシア史　第 4 巻：新植民地時代
から大日本軍到来まで（1871-1942）』が刊行された。インドネシア人側の視点による
反植民地主義・反帝国主義に基づいたものであった。ただし，民族主義運動の章は，
日本の検閲によって削除されていた。この章が公になるのは，独立後であった。
　サヌシ・パネの『インドネシア史』全 4 巻は，インドネシア独立後の 1950 年に 2
巻本に改訂されて刊行され，1955 年には 6 版に至った。その当時同書は，唯一のイ
ンドネシア語によるインドネシア通史であったため，インドネシア語が実質的に「国
民語」となるのに伴い，また学校の教科書として用いられたことも相まって，それま
で自国の歴史を学ぶことのなかった多くのインドネシア人に読まれた。インドネシア
という領域に住む人々は外界との交流によって移り住んだ人々も含めて多様な文化の
影響を受けてインドネシア人として形成されてきたこと，さらに反植民地主義・帝国
主義の立場からインドネシアの独立が正当であることを示した同書は，読者にインド
ネシア人とは何者であるかを理解することを促進した。すなわちインドネシアを祖国
と考える住民全てを包摂した民族意識を醸成し，「国民を創出」する役割を果たした
と言えよう。しかし，1950 年代後半以降のインドネシアにおける科学的歴史学の発
展の中で，同書は忘れられた存在となっていった。現代のインドネシア社会では，異
なる宗教や民族への寛容さが低下しているが，同書が発したメッセージを再認識する
ことは意義のあることと考える。
（文責：姫本　由美子）
